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Ⅰ 舞鶴工業高等専門学校の現況及び特徴 

１ 現況 

（１）高等専門学校名 舞鶴工業高等専門学校 

（２）所在地 京都府舞鶴市 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科，電気情報工学科 

電子制御工学科，建設システム工学科 

専攻科：電気・制御システム工学専攻 

建設・生産システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成２５年５月１日現在） 

学生数：学 科 ８１６人，専攻科 ３７人 

専任教員数：   ６０人，助手数： ０人 

２ 特徴 

 本校は，昭和４０年度に機械工学科２学級と電気工学

科１学級で発足し，昭和４５年度に土木工学科１学級を

増設，平成２年度には機械工学科２学級を機械工学科と

電子制御工学科に改組，平成６年度に土木工学科を建設

システム工学科に改組した。平成１６年度に独立行政法

人国立高等専門学校機構が設置する高等専門学校となり，

電気工学科を電気情報工学科に名称変更した。また，平

成12年度に専攻科を設置した。準学士課程卒業生の進路

は就職と進学がほぼ同数であり，専攻科修了生は大学院

にも進学している。本校の学生は，京都府はもとより兵

庫，滋賀，福井，大阪などの広範囲の地域から入学して

おり，全国高専でも有数の大規模寮を有し，在学生の

60％以上が学寮生活を営んでいる。そのため，１，２年

生を全寮制として遠隔地からの入学に配慮している。本

校の教育方針は，（１）実験，実習，演習，ものつくり

を重視する，（２）基礎に立ち返って考えさせる，

（３）自ら学ぼうとする意欲を育てる，（４）豊かな教

養と国際性を育む，であり，「広く工学の基礎と教養を

身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・

社会の発展に寄与できる国際感覚豊かな実践的開発型技

術者を育成」している。専攻科課程では，準学士での教

育を基盤として，より創造的な技術開発能力と研究能力

を有した人材を養成している。 

 本校の教育の特徴として，広い視野を獲得し多くの友

人を作ることを目的として，１～２年生には混合教育を

導入している。同時に，優れた技術者となるための動機

付け科目として，１年生に「工学基礎」を開講し，大学

・企業等からの外部講師による授業，近隣企業の見学，

ものつくりとPBLを融合させた体験型授業を行っている。

また，豊かな教養と国際性を育むため，4年生全員を研修

旅行でタイ，韓国，台湾，ベトナムの協定校と日系企業

に派遣し，5年生と専攻科生には海外の企業や協定校でイ

ンターンシップを行う機会を与えている。一方，海外協

定校からインターンシップ生を受け入れ，世界市民の自

覚を学生に促している。長期留学生との交流にも積極的

で，学内や地元での行事に加え，中部日本海高専国際交

流学生会議を組織し，講演会を開催し，海外協定校に学

生を共同派遣している。さらに，全学生にACEとTOEIC

団体受験を義務付け，英語によるコミュニケーション能

力の向上を図っている。遠隔地からの入学者が多いこと

に配慮し，保護者で構成されている後援会との連携を強

化しており，毎年夏休み期間に後援会支部が開催する懇

談会に校長，主事をはじめとする学校関係者が出席し，

保護者からの要望を直接聴取するとともに，本校の教育

を改善するための意見交換が行われている。その他，親

元を離れて暮らす学生の支援として，平成１８年度から

１年生を対象に全教員が数名の１年生を分担し，相談窓

口となるパートナーシップ制度を導入している。 

 「産業の発展に寄与すること，並びに北近畿地域の教

育，文化の基盤を支える」ために地域と連携した事業に

取り組んでいる。例えば，舞鶴市の商店街の空き店舗を

利用し，「よろず－商店街まちづくり研究所－（商店街

ラボ）」を運営している。商店街と連携してゼミや授業，

商店街活性化のための研究報告などを実施している。ま

た，丹後機械工業共同組合と連携して共同研究やインタ

ーンシップの推進を実施している。平成２４年度は，地

域連携活動の全国的な発表の場である全国高専テクノフ

ォーラムの世話校を担当した。全国の高専53校と地元の

企業25社に参加いただき，産学連携の成果を発表した。

また，京都ビジネス交流フェア，ビジネスエンカレッジ

フェアなど各種展示会に積極的に参加して産学連携の強

化を図っている。その他，地域の小中学生と保護者を対

象に高専PRイベントを開催し，理科離れ対応と，高専の

認知に努めている。 

学生の課外活動も活発で，ロボコン，プロコン，エコ

ラン，デザコンと称される高専学生対象の競技会で，近

畿地区大会優勝や最優秀賞（文部大臣賞）等を受賞して

いる。平成１６年度に本校準学士課程４，５年生と専攻

科課程で構成される「生産・情報基礎工学」教育プログ

ラムが工学（融合複合・新領域）関連分野でJABEE認定

を受けて現在に至っている。 

1



舞鶴工業高等専門学校 

2



舞鶴工業高等専門学校 

Ⅱ 目的 

１．教育理念 

広く工学の基礎と教養を身につけ，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社会の発展に寄与できる国際

感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する。 

２．本校の目的 

舞鶴工業高等専門学校は，教育基本法及び学校教育法に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能

力を育成することを目的とし，その目的を実現するための教育を行いその成果を広く社会に提供することにより，

社会の発展に寄与するものとする。 

専攻科課程は，高等専門学校の基礎の上に，精深な程度において工業に関する高度な専門知識及び技術を教授

し，その研究を指導することを目的とする。 

３．準学士課程の目的 

準学士課程は，専門分野の基礎知識を修得し，社会の変化やニーズに対応した製品やシステムをつくり出す能

力と，豊かな人間性・国際性を兼ね備えた実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

４．学科の目的 

(1)機械工学科

あらゆるものづくりの基盤となる，機械工学の基礎知識と技術を習得し,環境とエネルギーに配慮できる

実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

(2)電気情報工学科

電気・電子工学及び情報・通信工学分野の基礎知識と技術を習得し,環境とエネルギーに配慮できる実践

的・創造的技術者を育成することを目的とする。 

(3)電子制御工学科

電子・機械システム及び制御・情報技術を幅広く習得し,それらを融合したメカトロ ニクス技術分野に

おいて，環境とエネルギーに配慮した設計・開発・管理運営ができる実践的・創造的技術者を育成するこ

とを目的とする。 

(4)建設システム工学科

安全で快適な社会の創造とそのための基盤を，設計・建設・維持する基礎知識と技術を習得し,環境とエ

ネルギーに配慮できる実践的・創造的技術者を育成することを目的とする。

５．専攻科課程の目的 

専攻科は，５年間にわたる一貫した実践教育の特徴を生かしながら，更に２年間の課程において，高度の学問

と技術を追求し，創造性・人間性豊かで，より独創的技術開発能力を兼ね備えた中核的技術者の育成を目的とす

る。 

６．専攻科修了者像 

（１）実践的な技術者として，幅広い工学の基礎と深い専門領域の学識を修得し，これらをエンジニアリング

の実務と技術革新に活用できる。

（２）技術開発力のある技術者として，課題の発見とその解決に取り組む探究能力，粘り強いチャレンジ精神
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と独創力を身につける。 

（３）２１世紀の地球人として，多面的な視点から社会の様々な問題に関心をもち，そのあり方を問うことの

できる素養と国際感覚を身につける。

（４）職業人として，人間性豊かな調和のとれた思考力と，それに基づく実行力を備え，自ら考え行動できる。

７．教育方針 

Ⅰ 実験・実習，演習，ものつくりを重視する 

Ⅱ 基礎に立ち返って考えさせる 

Ⅲ 自ら学ぼうとする意欲を育てる 

Ⅳ 豊かな教養と国際性を育む 

８．準学士課程の学習・教育到達目標 

(A)自然科学と工学の基礎を身につける。

(B)専門分野の基礎知識を修得し，技術の実践に応用できる。

(C)修得した知識を統合し，製品やシステムを考案できる。

(D)実験・実習・演習により現象の理解を深め，実践力を身につける。

(E)技術者に必要な人間性，国際性，協調性及び英語による基礎的なコミュニケーション能力

を身につける。

(F)技術が自然や社会に与える影響を理解し，技術者としての倫理観を身につける。

(G)課題の提案・報告などを適切にまとめ，発表できる。

(H)コンピュータを技術の実践に活用できる。

(I)責任を自覚し，互いに協力し合い，チームの目的達成に貢献できる。

ただし，(I)は平成２５年度準学士課程第１～４学年に適用する。 

９．専攻科課程の学習・教育到達目標 

(A)自然科学と工学の基礎を幅広く修得し，それを応用することができる。

(B)専門分野の基礎知識を修得し，それを実際の技術の問題に応用することができる。

(C)修得した知識を統合して，社会に貢献できる製品やシステム設計・開発する創造的能力と意欲を有する。

(D)実験・実習・演習を通じて現象を分析・解析することができる。

(E)豊かな人間性，国際性，協調性，及び英語によるコミュニケーション能力を身につける。

(F)技術が持つ地球的，社会的影響の重要性と技術者の倫理的責任を理解し，説明することができる。

(G)課題の提案や報告などを効果的に記述し，説明することができる。

(H)コンピュータをはじめ実践に必要なスキルと最新の工学ツールを活用することができる。

(I)責任を自覚し，互いに理解・協力し合い，チームの目的達成のために能力を発揮できる。

ただし，(I)は平成２７年度入学者から適用する。 
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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

本校における研究活動の目的は，以下に示す通りである。 

 

１．教育への反映を目的とする研究 

 ①教員の専門分野に係る学術研究，技術研究等を推進する。 

 ②科学研究費などへの申請による外部資金の獲得及び学内研究助成への申請による内部資金の有

効活用を図る。 

 

２．地域貢献に資する研究 

 ①地域共同テクノセンターを中心とした共同研究，受託研究，技術相談等を推進する。 

 ②産官学連携を行うための活動を推進する。 

 

３．学術の実用化に関する研究 

 ①国内外への研究成果の公表を推進する。 

 ②研究成果を知的財産化するための体制を整備する。 

 



舞鶴工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 6 - 

２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に

整備され、機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 

 本校では，教員の専門分野に係る研究は日常的に行われているが，これに加え，平成１３年度に

産学連携活動の基盤となる地域共同テクノセンターを設置，同運営委員会を発足させ，現在に至る

まで研究活動を支援している。さらに，技術職員が所属する教育研究支援センターが，研究を遂行

する上で必要な技術的支援を行っている。以下，本校の研究体制，支援体制の整備状況及び活動状

況について述べる。 

  

＜研究体制＞ 

(1) 研究基盤（学術研究等） 

 教員は主としてその専門分野に応じた部門または学科に所属し，学術・技術研究を日常的に行っ

ている。研究に必要な施設・設備等は学校施設の他，学科・部門単位で整備されている（基準８参

照）。教員の配置，専門分野及び研究テーマは毎年度発行される舞鶴高専年報（資料 A－１－①－

１）に示されている。また，研究成果は学会や国際会議において発表されており，年度ごとに発行

される年報において報告されている（資料Ａ－１－①－２）。また，常勤教職員の研究を促進する

ため，紀要の内規が定められ（資料Ａ－１－①－３）毎年紀要を発行している（資料Ａ－１－①－

４）。特に，情報科学の研究に関しては，情報科学センターおよびその運営委員会が中心となって

取り扱うことになっている（資料Ａ－１－①－５）。情報科学研究の成果は，情報科学センター年

報により公開されている（資料Ａ－１－①－６）。また，情報科学センターの活動として，年２回，

情報科学センター講演会が開催され（資料Ａ－１－①－７），研究の啓発や成果の公表に努めてい

る。 

 

(2) 地域共同テクノセンター（産学連携研究等） 

 産学の共同研究の推進及び地域産業との連携並びに発展に寄与するとともに，本校における教育

研究の向上発展に資することを目的として，地域共同テクノセンターが設置されている（資料Ａ－

１－①－８）。本センターには，連携部会及び研究特許推進部会が設置されている。また，地域産

業界との共同研究や学科の枠を超えた横断的な研究をその業務としている。さらに，本センターの

運営委員会規則に示すように，民間等との共同研究及び技術相談に関すること，受託研究，受託試

験等に関すること，高度技術専門教育及び研究の推進に関すること，共同研究のテーマの見直しに

関すること等について協議している（資料Ａ－１－①－９）。 

本センターの活動は年報に記載されている。平成２１年度では，資料Ａ－１－①－１０に示すよ

うに，共同研究４件，受託研究３件，寄付金が３件，技術相談が２２件であった。連携部会では，

技術相談・地域活性化並びに情報発信の活動を主として行っている。連携活動の核となる教員グル

ープとして，１３の専門技術チームを構成している。これにより，技術から教育・文化までの幅広

いテーマで相談を受けることができる。また，研究会・研修会，プロジェクトの立ち上げに寄与し

ている。また，情報発信として，学外における催しに参加し，パネルや資料展示を行っている。平

成２１年度には「実践ものづくり技術習得研修」と「京都府北部・橋りょう維持管理研修会」を実
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施した。 

平成２２年度は，資料Ａ－１－①－１１に示すように，共同研究が８件，受託研究が４件，寄付

金が５件，技術相談が１６件であった。地域活性化のため「北京都ものづくり拠点構想推進事業

（中丹ものづくり人材育成推進会議）」や「京都府北部産業活性化拠点事業」ならびに「北部産業

技術支援センター綾部事業」において，教育機関の立場で参画し協力している。また，京都北都信

用金庫とともに「商店街活性化」に取り組んでいる。また，研究特許推進部会では，５年生向けに

３件，教職員向けに１件の特許講習会を開催した。産学連携では「企業オープン型ものづくり教

育」をテーマに研修を実施した。また，財団法人大阪科学技術センターと近畿７高専の包括協定の

締結が実現し，これにより，京阪神地区の企業ならびに大学と近畿７高専が協力して産学連携の実

を上げる体制が確立した。 

平成２３年度は，資料Ａ－１－①－１２に示すように，近畿地区７高専とＪＳＴが共同で，優れ

た研究シーズを企業に紹介することを目的に，大阪科学技術センターにおいて，近畿地区高専ＪＳ

Ｔ産学マッチングフェアが開催された。本校からは２名の教員が研究シーズの発表を行い，３名の

教員がパネル展示を行った。さらに，京都の産業の活性化のため，ビジネスパートナーを発掘する

場の創出を目的として，京都ビジネス交流フェア２０１２が開催され，本校から３つの研究室が研

究内容の紹介パネルと研究成果の試作機を展示した。独立行政法人産業技術総合研究所関西センタ

ーと近畿地区７高専との間で，研究開発や人材育成などで連携・協力し，産業技術の振興や地域産

業への貢献を目指すことを目的として，覚書書が締結され，調印式が行われた。 

平成２４年度は，資料Ａ－１－①－１３に示すように，近隣の企業や官公庁との連携の強化を目

的に，種々の活動を展開している。８月２０日には，国立京都国際会館において第１０回全国高専

テクノフォーラムを主管校として開催し，全国の高専における産学官連携の優れた実践事例の紹介

などが行われた。また，関西企業のビジネスチャンス創出を目的として開催されるビジネス・エン

カレッジ・フェア２０１２において，近畿地区７高専と産総研関西センターが共同して展示を行い，

産学連携を推進するよう努めている。京都の産業の活性化のために開催される京都ビジネス交流フ

ェア２０１３においても研究内容の展示を行い，産学連携を深めるようにしている。さらに，技術

通信や企業技術者等活用プログラム，丹後機械工業協同組合との連携活動の取り組みも行われてい

る。 

 

＜支援体制＞ 

(1) 教員研修制度 

 教員は研究活動の一環として，申請・承認により学外で研修を行うことができる。この制度は学

外機関との研究打ち合わせ等に有効に利用されている。また，国立高等専門学校機構内地研究員制

度及び国立高等専門学校機構在外研究員制度を活用し，教員の派遣を行っている（資料Ａ－１－①

－1４）。さらに，研究成果を国際会議の場で発表するための国際学会等派遣事業により，教員の

派遣を行っている（資料Ａ－１－①－１５）。 

 

(2) 研究助成制度 

 教職員が提案する重要な研究課題を積極的に推進するため，校長裁量経費に研究関係の助成区分

を設け，優れた研究申請に対して予算配分を行っている（資料Ａ－１－①－１６）。申請テーマと

採択状況の一例を資料Ａ－１－①－１７に示す。なお，この研究支援においては，申請書提出の他

にヒアリングが課され，多面的な審査が行われている。 
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(3) 事務組織 

 学内研究助成（校長裁量経費）の案内（資料Ａ－１－①－１８，１９），研究に関係する施設・

設備の助成（校長裁量経費）の案内，各種助成の応募案内，科学研究費の案内や説明会の開催（資

料Ａ－１－①－２０），など，所掌する事務担当から文書やメールによって周知している。また，

総務課長が地域共同テクノセンター運営委員会に委員として参画することにより，学内外の連絡調

整及び事務的処理等の円滑化を図っている。 

 

(4) 教育研究支援センター 

専門的業務を組織的，効率的に行うことを主目的として教育研究支援センターを設置している

（資料Ａ－１－①－２１）。同センターは，第１技術部門及び第２技術部門からなり，前者は主と

して機械・建設システム工学に関する技術的業務を担当し，後者は主として電気情報・電子制御工

学に関する技術的業務を担当している。なお，情報処理に関する技術的業務は両部門が協力して担

当している。 

 

 (５) 図書館 

 図書館では研究支援の一環として，資料Ａ－１－①－２２に示すように，各種データベースへの

アクセスサービスを提供している。教職員は図書館のコンピュータだけでなく個人のコンピュータ

からもサービスを利用することが可能である。長岡技術科学大学附属図書館をはじめ，MathSciNet, 

Science Direct, AIP/APS, JDreamIIなどのサービスにより，研究を支援している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 研究体制については，学術・技術研究を推進するための施設・設備及び研究成果を発信する場が

整備され機能しており，研究基盤は充実している。また，地域共同テクノセンターを設置し，連携

部会と研究特許推進部会が中心となって技術相談の実施や産官学連携活動の推進を図っている。さ

らに，特許取得を推進するため特許講習会を開催している。その他にも，教員の研究シーズ集の作

成・公表や，大阪科学技術センターと近畿地区７高専の包括協定を締結するなど，産学官の連携は

充実している。一方，支援体制については，内地及び在外研究員制度，校長裁量経費等の財政支援，

事務部による事務処理等の人的支援及び図書館によるデータベースサービスが整備され，機能して

いる。また，教育研究支援センターは必要に応じて技術的な支援を行っており，研究を遂行する上

で円滑な体制を有している。 

 以上のように，研究の実施やそれを支援するための体制が十分に整備され，機能している。 
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資料Ａ－１－①－１ 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－２ 

 

 

（出典  舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料Ａ－１－①－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 本校紀要第４８号，2013 年３月） 
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資料Ａ－１－①－５ 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料Ａ－１－①－６ 

 

 

 

（出典 情報科学センター年報第４１号，2013 年 3 月） 
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資料Ａ－１－①－７ 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－７の続き 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－８ 

 

(出典 総務課) 



舞鶴工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 18 - 

 

資料Ａ－１－①－９ 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料Ａ－１－①－１０ 

 

（出典 舞鶴高専年報・第７号・2010 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１０の続き 

 

 
（出典 舞鶴高専年報・第７号・2010 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１１ 

 
（出典 舞鶴高専年報・第８号・2011 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１１の続き 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第８号・2011 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１１の続き 

 

（出典 舞鶴高専年報・第８号・2011 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１２ 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 舞鶴高専年報・第９号・2012 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１３ 

 

（舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１３の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－①－１４ 

 

 

（出典 総務課資料） 

資料Ａ－１－①－１５ 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－①－１６ 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－①－１６の続き 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－①－１７ 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－①－１７の続き 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 



舞鶴工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 32 - 

 

資料Ａ－１－①－１８ 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－①－１９ 

 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料Ａ－１－①－２０ 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－①－２１ 

 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 



舞鶴工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 36 - 

 

 

資料Ａ－１－①－２１の続き 

 

（出典 舞鶴工業高等専門学校規程集） 
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資料Ａ－１－①－２２ 

 

(出典 舞鶴工業高等専門学校図書館ウエブページ) 
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 観点A－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

 

（観点に係る状況） 

 過去４年間の研究活動を資料Ａ－１－②－１から８に示す。研究成果の発表状況は，平成２１年

度は合計 163 件で，学科部門別で見ると電子制御工学科の 52 件が最も多く，建設システム工学科

の 12 件が最も少ない（資料Ａ－１－②－１）。平成２２年度は合計 245 件で建設システム工学科

の 64 件が最も多く，次は電子制御工学科の 60 件であった。自然科学部門の 11 件が最も少ない

（資料Ａ－１－②－３）。平成２３年度は，合計 225 件で電子制御工学科の 60 件が最も多く，自

然科学部門の６件が最も少ない（資料Ａ－１－②－５）。平成２４年度は合計 242 件で電子制御工

学科が 65 件と最も多く（資料Ａ－１－②－５），４年間の総計は 875 件である。 

 平成２１年度の科学研究費補助金は，５件の採択があり，合計約 528 万円の補助があった（資料

Ａ－１－②－２）。平成２２年度は５件で計 845 万円（資料Ａ－１－②－４），２３年度は８件で

計 1,365 万円（資料Ａ－１－②－６），２４年度は９件で計 976 万円（資料Ａ－１－②－８），４

年間の総額は 3,714 万円である。 

 受託研究は，平成２１年度が３件で 225 万円（資料Ａ－１－②－２），平成２２年度は４件で

232 万円（資料Ａ－１－②－4），２３年度も４件で 156 万円（資料Ａ－１－②－6）,２４年度は

５件で 226 万円の資金を獲得した。４年間の総額は，840 万円である。 

 共同研究は，平成２１年度が４件で 108 万円（資料Ａ－１－②－２），平成２２年度が８件で

183 万円（資料Ａ－１－②－４），２３年度も８件で 122 万円（資料Ａ－１－②－６），２４年度

は 10 件で 242 万円（資料Ａ－１－②－８）の資金を得た。４年間の総額は 654 万円である。 

 寄付金については，平成２１年度が３件で 600 万円（資料Ａ－１－②－２），平成２２年度は５

件で 660 万円（資料Ａ－１－②－４），２３年度は６件で 670 万円（資料Ａ－１－②－６），２４

年度は６件で 665 万円（資料Ａ－１－②－８），４年間で 2595 万円の寄付金を獲得している。 

 ４年間で獲得した研究資金の総額は 7,920 万円である。また，受託研究の内９件は舞鶴・若狭・

丹後からの受託であり，近隣地域に貢献している。さらに，福井・京阪神の企業からの受託研究及

び共同研究は 12 件あり，地域の産業の活性化に寄与している。 

  

（分析結果とその根拠理由） 

 教員は，学術・技術の進展を教育内容へ即応させるため，また，産官学連携活動の一環として研

究を行っており，その成果を論文，著書，学会発表等で公表，評価を受けている。平成２１年度～

２４年度の４年間で 875 件の研究成果が発表され，この４年間で獲得した研究資金の総額は 7,920

万円である。また，この期間の受託研究の内の９件は舞鶴・若狭・丹後からの受託によるものであ

り，近隣地域の発展に寄与していることがわかる。さらに，福井・京阪神の企業と連携した研究が，

過去４年間で 12 件が遂行されている。これより，地域連携が推進されていることがわかる。また，

特許取得は地域共同テクノセンターが中心となって取り組んでおり，実績も上げられている。さら

に，研究の教育への還元については，学術研究や学外との共同研究等の一部が卒業研究や特別研究

の活動として行われており，その成果は学外での発表や学会発表論文となっている。 

 以上のように，本校の研究活動は学術・技術貢献，地域貢献及び社会貢献に対して種々の実績と

可能性を有しており，活動の成果が上がっている。 
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資料Ａ－１－②－１ 

 

 

（舞鶴高専年報・第７号・2010 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－２ 

 

 
（舞鶴高専年報・第７号・2010 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－２の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（舞鶴高専年報・第７号・2010 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（舞鶴高専年報・第８号・2011 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－４ 

 

（舞鶴高専年報・第８号・2011 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－４の続き 

 

 

（舞鶴高専年報・第８号・2011 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－５ 

 

 

（舞鶴高専年報・第９号・2012 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－６ 
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資料Ａ－１－②－６の続き 
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資料Ａ－１－②－７ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－８ 

 

 

（舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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資料Ａ－１－②－８の続き 

 

 

（舞鶴高専年報・第 10 号・2013 年 4 月） 
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制

が整備され、機能しているか。 

（観点に係る状況） 

(1) 委員会等の体制と活動状況 

  校長裁量経費は，校長，副校長，主事，部長及び総務課長からなる審査会を組織して審査・採

択が行われており，校長のリーダーシップが反映されるようになっている。 

  地域共同テクノセンターでは運営委員会を定期的に開催し，業務の進捗状況と今後の対応状況

について議論している。また，教員の研究内容を地域の企業や教員に紹介する場として，情報科

学センターが講演会を毎年２回開催している。電気情報工学科では学科独自の研究発表会を開催

している。また，建設システム工学科では，資料Ａ－１－③－１に示すように，優秀な卒業研究

の成果を１０件選抜し，舞鶴市民を対象に市内のホールにおいて発表会を開催し，研究成果の公

開とテーマの検討に努めている。 

 

(2) 自己点検・評価，外部評価委員会による外部評価 

  本校は定期的に教育研究や学校運営に関する自己点検・評価を実施し，自己点検評価報告書を

公表している。さらに，教育研究上の目的を達成するための基本的な計画や活動状況を審議し，

助言及び勧告を行うことを目的として，外部有識者からなる外部評価委員会を開催している。 

 

(3) 具体的改善事例等 

  本校では教員の自発的な研究を奨励するため，各種助成の案内や科学研究費獲得のための説明

会の開催など研究活動の活性化を図ってきた。また，紀要第14号（昭和53年度発行）から継続し

てきた巻末の外部発表抄録を拡充し，平成１６年度から発行している舞鶴高専年報に「研究業

績」として記載，教員の研究に対する意識向上に努めている。その結果，資料Ａ－１－③－２に

示すように，科学研究費補助金をはじめ外部研究費の額は，平成２１年度の落ち込みから平成２

４年度に向けて順調に回復している。資料Ａ－１－③－３は，研究成果の発表件数を示している。

外部研究費の増加に伴って，研究成果の発表件数が増加しており，研究の活性化に寄与している

ことがわかる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

  内部資金による研究については，その申請から，審査・採択，成果の評価に至る一連の体制が

校長のリーダーシップの下に整備されている。また，地域共同テクノセンターが関与する研究等

に関してはその活動全般を同運営委員会が掌っている。教員は研究成果を積極的に外部に発表し，

評価を受けているが，平成１５年度より発行している舞鶴高専年報に「研究業績」として記載す

ることにより，教員の研究に対する意識向上にも努めている。さらに，自己点検・評価，外部有

識者による点検・評価を通して研究活動に対する実施状況や問題点の把握に努めている。 

  以上のように，本校では研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための一

連の体制が整備され，機能している。 
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資料Ａ－１－③－１ 

 

 

 

 

 

（出典 建設システム工学科資料） 



舞鶴工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 53 - 

 

資料Ａ－１－③－１の続き 

 

 

 

（出典 建設システム工学科資料） 
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資料Ａ－１－③－１の続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 建設システム工学科資料） 
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資料Ａ－１－③－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－③－３ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点） 

・校長のリーダーシップの基で，研究に対する内部資金の運用体制が整備され，これによる地域密

着型の研究が進められており，地域貢献にもつながっている。 

・地域共同テクノセンターが中心となって産学官の連携を推進しており，種々のイベントなどにお

いて研究内容を公表している。 

・財団法人大阪科学技術センターとの協定や，独立行政法人産業技術総合研究所関西センターとの

覚書の締結により，京阪神地区の企業との連携を強化している。 

・知的財産委員会及び地域共同テクノセンターに研究特許推進部会を設置し，特許講演会の開催や

特許アドバイザーのサポートにより，知的財産としての特許取得を推進する体制を整えている。 

・外部評価委員会を設置し，外部有識者からの助言や勧告を受ける体制を整えている。 

・建設システム工学科では，優秀な卒業研究の成果を舞鶴市民に公表し，地域に密着した研究を推

進している。 

・科学研究費補助金等の申請に関する説明会を適宜開催し，外部資金の獲得に努め，その結果とし

て研究成果が上がっている。 

 

（改善を要する点） 

特になし。 

 

（３）選択的評価事項Aの自己評価の概要 

 

  本校の研究は，その目的を学術・技術貢献，地域貢献及び社会貢献に置き，これらを達成する

ための活動を精力的に行っている。研究体制については，学科・部門の専門性を反映した教員配

置が行われており，研究に必要な施設・設備等は学校施設の他，学科・部門単位で整備されてい

る。また，地域連携活動の推進母体として地域共同テクノセンターを設置，連携部会と研究特許

推進部会が中心となって技術相談や産官学連携研究の実施，特許取得等の推進を図っている。支

援体制については，内部資金による財政面の支援を行うとともに，科学研究費等の外部資金の獲

得も奨励している。また，教育研究支援センターや総務課，会計課が技術面及び事務処理面での

支援に当たっている。特に，特許取得に関しては特許アドバイザーを設け，支援体制を充実させ

ている。このように，研究の実施やそれを支援するための体制が整備され，機能している。 

  教員は研究成果を論文，著書，学会発表等によって公表し，客観的な評価を受けるとともに，

学外講演，講習会等を通して社会にも還元している。地域共同テクノセンターにおける技術相談

や教育研究支援センターでの受託試験は活発であり，この点でも地域貢献が果たされている。研

究の教育への還元については，学術研究や共同研究等の一部が卒業研究や特別研究として行われ

ており，その成果は学会等で発表されている。以上のように，本校の研究活動は教育貢献，学術

・技術貢献，地域貢献及び社会貢献に寄与しており，活動の成果は上がっている。 

  最後に，内部資金による研究は，申請から成果の評価までの体制が校長のリーダーシップの下

に整備され，また，地域共同テクノセンターが関与する研究等はその活動全般を同運営委員会が

掌っている。 
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（４）目的の達成状況の判断 

 

 目的の達成状況が優れている。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

本校の教育理念である，「広く工学の基礎と教養を身に付け，問題発見・解決能力，創造力を有し，地域・社

会の発展に寄与できる国際感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する」を実現するために，地域に根ざした教育

として，地域をはじめとする正規課程以外の社会などに対する教育サービスは重要である。 

このような観点から，本校ではそのための具体的方針として，「地域共同テクノセンター」を設置し，地域と

の産官学共同研究の窓口として，技術相談や共同研究にあたって来た。また，地域共同テクノセンター以外の社

会に対する支援として，地域の小中学生の理科離れを防ぐ出前授業，地域における数少ない高等教育機関として

公開講座を開設して児童・生徒や一般社会人を対象にサイエンスの紹介などを計画的に実施している。 

 地元舞鶴市とも様々な連携事業を行ってきた。平成２３年度には，舞鶴市内の商店街の１店舗を本校建設シ

ステム工学科学生が改装し，本校学生が研究発表を行ったり，地域との活動を行う本校のブランチであ

る商店街ラボ「よろず」を開設した。この事業には舞鶴市による多大な支援を受けた。本校ではこの

「商店街ラボ」により現在地域が抱えている課題を教育課題として取り上げることにより学生の PBL 教育やキャ

リア教育を行うこと，あるいは，このような取り組みを行うことで学生が多くの市民と関わることによりコミュ

ニケーション能力を養う。 

 今後は，京都府中丹広域振興局や(公財)京都産業21北部産業技術支援センターと連絡を取りながら京都北部地

域のものづくり産業支援の一環として舞鶴市の中小企業との連携を深めたい。具体的には舞鶴市の中小企業との

ニーズ・シーズ会の開催や舞鶴市支援事業に申請する中小企業との連携などを行う。 

 以上のように，本校の教育理念に則り，地域支援を行うことにより，地域社会の期待に応えると同時に，それ

を学生の教育として実施することにより学生自身の学習とすることを目的としている。
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２ 選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ｂ－１－①： 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして，公開講座等の正規課程

の学生以外に対する教育サービスが計画的に実施されているか。 

（観点に係る状況） 

本校は教育理念に「広く工学の基礎と教養を身に付け，問題発見・解決能力，創造力を有し，

地域・社会の発展に寄与できる国際感覚豊かな実践的開発型技術者を育成する」を掲げている。

このような独創的で創造的な実践技術者を育成するためには，地域社会を日常的に支援し，地域

に根付いた技術者教育が重要と考えられる。このため，次のような地域・社会に対する幅広い活

動を行っている。 

[１]本校は舞鶴市では唯一の高等教育機関なので，小中学校からの要望が多く，出前授業は毎年，

20 件以上行っている。本校が設置されている地域は原子力発電所から７～10Km 圏内であるので，

原子力に関する講演依頼も昨年から増加している。下記（資料Ｂ－１－①－１）に平成２３年度

に行った出前授業のテーマと対象者，参加者の一部を示す。 

 

                                 資料Ｂ－１－①－１ 

授  業  名 講 師 名 実施期日 実施学校名 学年 

ＬＥＤ制御を学習しよう 

新池 一弘 

片山 英昭 

井上 泰仁 

2011.6.3 
おおい町立 

名田庄中学校 
2 年生 

乾電池モーターを作ろう 新池 一弘 2011.6.24 
舞鶴市立 

倉梯小学校 
4～6 年生 

原子力防災に関する講演会 石川 一平 2011.6.30 
舞鶴市立 

若浦中学校 

全校生徒,

教職員 

コンクリートで遊ぼう 
玉田 和也 

坂本 英輔 
2011.7.2 

舞鶴市立 

吉美小学校 
5 年生 

ペーパークラフトをつくろ

う 

玉田 和也 

尾上 亮介 
2011.8.23 

舞鶴市立 

三笠小学校 
1～5 年生 

ペットボトル扇風機を作ろ

う 
新池 一弘 2011.9.30 

舞鶴市立 

倉梯小学校 
4～6 年生 

電気ギター その１ 新池 一弘 2011.10.21 
舞鶴市立 

倉梯小学校 
4～6 年生 

発電と電気の利用 

新池 一弘 

福井 繁雄 

福村 一実 

森内 基隆 

古林 達哉 

2012.3.1 
舞鶴市立 

志楽小学校 
6 年生 

 

                             （出典 総務課総務係資料） 
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さらに，公開講座として毎年，多くの公開講座を開催している。受講対象者は主に小中学生で

あり，これにより近年の若年者の理科離れの防止や女子児童へのサイエンスの紹介を行い，女子

の理科系への進出を図っている。下記（資料Ｂ－１－①－２）は平成２３年度に本校が行った公

開講座の講座名と対象者などである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  資料Ｂ－１－①－２ 

講  座  名 講 師 名 
開 講 期 

日 
開講時間 

受 講 

対象者 

  募集 

 人数 

 受講 

 者数 

 

ペーパークラフトを作ろう 
玉田 和也 

尾上 亮介 

加登 文学 

2011.5.14,15 

(各 1 回) 

10:00～

16:00 
小中学生 随時 

 

105

名 

 

考えて動かそう！ 

きみにもできるロボットづ

くり 

谷川 博哉 

山田 耕一郎 

野毛 宏文 

2011.8.22,23 

(各 1 回) 

10:00～

16:00 
小中学生 各 10 名 20 名 

つくってみよう！移動ロボ

ット 

きのくにロボコン予選会 

（小学生の部） 

奥村 幸彦 

野間 正泰 

仲川  力 

伊藤  稔 

南  裕樹 

眞柄 賢一 

2011.8.21 
10:00～ 

16:00 
小学生 20 名 17 名 

つくってみよう！移動ロボ

ット 

きのくにロボコン予選会 

（中学生の部）（第１回） 

清原 修二 

石川 一平 

畑  亮次 

2011.8.21 
10:00～ 

16:00 
中学生 20 名 21 名 

フルカラーLED を用いた 

室内オブジェを作ろう！！ 

新池 一弘 

片山 英昭 

芦澤 恵太 

丹下  裕 

2011.10.1,2 

(各 1 回) 

10:00～

16:00 
小中学生 30 名 20 名 

聖夜を彩る光るクリスマス

リース(LED イルミネーシ

ョンの作製) 

片山 英昭 

竹澤 智樹 

舩木 英岳 

内海 淳志 

2011.12.3 
10:00～ 

 12:30 
小学生 10 名 9 名 

聖夜を彩る光るクリスマス

リース(クリスマスリースの製作) 

新池 一弘 

丹下  裕 
2011.12.3 

13:00～ 

  15:30 
小学生 10 名 10 名 

君だけのオリジナル紙飛行

機が空を飛ぶ！ 

山田耕一郎 

仲川  力 

坂本 英輔 

2011.12.11 
10:00～ 

16:10 
小中学生 20 名 9 名 

                              （出典 総務課総務係資料） 
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[２] 本校はこれまでに京都府北部の企業と連携して，独立行政法人国立高等専門学校機構事業の

企業技術者活用事業によって，本校学生が企業技術者と共に商品設計段階から参加してこれまで

にない創意工夫がある試作品を進める共同研究を行ってきた。平成２２年度には京丹後市の(株)

日進製作所と連携して学生が企業技術者と共に開発段階から参加して企画・設計し，さらに製作

を行った。これにより学生の独創性・創造性を養うものである。平成２２年度は電動除雪機，平

成２３年度は京都北部地域に多く植生している竹を建築資材などに利用するための粉砕器を開発

した（資料Ｂ－１－①－３）。 

 

 

 

                                  資料Ｂ－１－①－３ 

           

  

平成２１年度開発の電動除雪機 

 

 

                平成２２年度開発の竹材粉砕器 

 

                         （出典 地域共同テクノセンター資料） 
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                         資料Ｂ－１－①－５ 

  

学生による店舗の改造 

（出典 総務課総務係資料） 

また，平成２３年度は京都市の大手企業から企業技術者を招聘して学生と共に考えながら，エンジ

ニアリング・デザイン教育として技術を学ぶ事業を行っている（資料Ｂ－１－①－４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［３］本校では平成２２年度より，（独）国立高専機構特別教育研究経費事業として，「高専連

携による，アントレプレナーシップ醸成・キャリア教育の進展」事業を進めている。 

    平成２３年度には，舞鶴市内の商店街の１店舗を本校建設システム工学科学生が

改装し，本校学生が研究発表を行ったり，地域との活動を行う本校のブランチであ

る「商店街ラボ」を開設した。この事業には舞鶴市による多大な支援を受けた。去

る，平成２４年１月２１日に同施設の開所式を行った。式典には多々見良三舞鶴市長，舞鶴

商店街連盟理事長らとともに本校の太田泰雄校長，深津一也前部長がテープカットを行い，

市長からはこの「商店街ラボ」の開設により，市街地の空洞化を防止するとともに本校との

連携をさらに深めたいとする挨拶があった。本校ではこの「商店街ラボ」により現在地域が

抱えている課題を教育課題として取り上げることにより学生の PBL 教育やキャリア教育を行

うこと。あるいは，このような取り組みを行うことで学生が多くの市民と関わることにより

コミュニケーション能力を養うことなどを実際に行っている。 

資料Ｂ－１－①－５は学生による店舗改造中の様子である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  資料Ｂ－１－①－４ 

産学連携事業 

 連携事業名称 連携先 実施期間 指導者 

堀場製作所 
エンジニアリング・デザイン教育

の試行 
(株)堀場製作所 

2011.10 

~2011.12 

新池 一弘 

篠原 正浩 

平地 克也 

 

                         （出典 地域共同テクノセンター資料） 
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 また，資料Ｂ－１－①－６は，これらの事業の新聞報道である。 

 

 

 
 

 

［４］京都府下の市町村（京都市除く）には７１００橋があり，そのうち中丹と丹後の７市町には

３７００橋（約５２％）もの橋梁があり，これらの長寿命化を進めるのは，職員数とりわけ技

術職員の少ない市町には大きな負担となっている。（資料Ｂ－１－①－７） 

そこで本校は，京都府北部管内の橋りょう長寿命化計画を進めるため，市町職員を対象に，

橋りょう維持管理に必要な基礎知識を体系的に学習する場を提供している。また，本校学生が

卒業研究，特別研究や専攻科における「メンテナンス工学」，「エンジニアリング・デザイン

演習」「橋梁工学」などの授業の中で学生による調査・診断を行い地域を支援している。 

 今後も，建設系のエンジニアリング・デザイン教育の一環として老朽化した橋梁などの社会

基盤の補修を教材として取りあげ，学習の一環として学生に専門工学への興味を持たせると同

時に，地域への支援を行いたい。 

  このため、平成２５年度（独）国立高専機構特別教育研究経費事業として、「社会基盤の補

修支援による建設・建築系学生の学習意識の向上」という事業名で１２の連携高専と共に申請

し、採択された。この事業では、近年、３K を嫌う社会風潮等から、多くの高専の建築・建設

系学科では低志願倍率となっている。また、全国の社会基盤特に橋梁などは老朽化が進み問題

                    資料Ｂ－１－①－６ 

      

 

                （出典 総務課総務係資料） 
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となっている。このような社会基盤の補修を建設・建築系学生参加で行い、学生の学習意識向

上を図るものである。事業内容としては、各高専の本科生、専攻科生が卒業研究、特別研究の

一環として、地域の橋の点検・調査を行い、近隣市町村と協力して「橋の長寿命化修繕計画」

を作成する。さらに、学生が実際のフィールドワークとして橋梁などの調査を行うために、先

ず、本校に設置する老朽化した劣化損傷モデルで事前学習を行う。このような取組によって、

建設・建築系学科の学生の学習意欲の向上を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

［５］平成２４年８月２０日に本校が世話校となり，京都で，「全国高専テクノフェア」が開催さ

れた。この行事は（独）国立高等専門学校機構が主催し，高専と産官との連携をさらに進める

全国的なイベントである。今年は高専制度創設 50 周年記念行事として，300 名を超える高専

関係者，70 名以上の全国の企業関係者が集まり，全国高専の産学官共同研究の発表などがあ

った。本年は特別企画として，近年高専を卒業後に起業する例が増加していることから，高専

卒業生のアントレプレナーを招き，高専生に求められている，社会性，独創性，創造性などの

涵養などについてのパネルディスカッションを開催した（資料Ｂ－１－①－８）。 

   本校は世話校として近畿地区や本校と日頃連携している企業関係者に参加を呼びかけた。ま

た，その報告書を全国の多くの企業・行政関係者に配布し，高専からの情報発信を行った。

                    資料Ｂ－１－①－７ 

     

 

     本校の活動を伝えるＮＨＫ全国放送ニュース 

 

 （出典 ＮＨＫテレビおはよう日本（本年３月１８日放送）） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の基本理念に則り，数多くの正課外の教育サービスを社会に提供している。特に小中学生

を対象に毎年 20～30 の公開講座や同数の出前授業を行っているが，本校の位置する京都北部地

域は高等教育機関が少ないために，小中学校では非常に歓迎されている。また，本校の近隣の小

中学校は福井県高浜原子力発電所，大飯原子力発電所から７Km～10Km の圏内にある。このため，

平成２３年度の福島第一原子力発電所の事故以来，原子力や放射線に関した講演依頼などが増加

している。今後ともこのような地域の要望に応えて行きたい。これらにより，学校目的に沿って，

教育サービスを十分行っていると言える。 

 

 

観点Ｂ－１－②： サービス享受者数やその満足度等から判断して，活動の成果が上がって

いるか。また，改善のためのシステムがあり，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

平成２３年度の公開講座の満足度などをアンケート調査した結果が下記（資料Ｂ－１－②－

１）である。 

これによれば，参加者の満足度は高いと考えられる。本校では公開講座，出前授業の開催に

ついての企画・推進を企画室で行っている。先ず，企画室で企画し，教職員への依頼，実施を

行い，改善についての議論を行い，これらを学校運営会議に報告して議論し，次年度への改善

を行っている。 

 

 

 

 

                     資料Ｂ－１－①－８ 

 

第１０回全国高専テクノフォーラム，アントレプレナーパネルディスカ

ッション 

                   （出典 総務課総務係資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 公開講座の実施を続け，ほとんどの講座が定員を満たしている。また，参加者は資料のように概

ね，満足している結果となっている。 

公開講座の企画は企画室で行っているが，開催後，企画室で満足度の調査を行い，集計をする。

この結果を基に，学校長，副校長，各学科主任などにより構成される学校運営会議において，毎年

度ごとの評価を適正に行っている。 

また，本校内に，国立の大学長，中学校長，卒業生などの外部有識者からなる評議員会を設置し

                               資料Ｂ－１－②－１  

 

 講座名  参加者 満足度 感想など 

イルミネーションアク

リルスタンドを作ろう 

小中学生 ７

名 

86%  

作ってみよう！移動ロ

ボット（小学生） 

小学生 32 名 78% とても楽しかった 

高度なロボットを作れて，対戦もで

きて良かった 

作ってみよう！移動ロ

ボット（小学生） 

保護者８名 100% 作成やプログラムが難しかった 

通常購入できないキットを作れた 

作ってみよう！移動ロ

ボット(中学生) 

中学生 13 名 91% とても楽しかった 

完成したときの達成感があった 

作ってみよう！移動ロ

ボット(中学生) 

保護者 13 名 78% 

 

保護者も参加できて良かった 

自分の能力を理解できた 

フルカラーLED を用い

た室内オブジェを作ろ

う 

中学生 10 名 100%％ プログラミングがわかって良かった 

君だけのオリジナル紙

飛行機が空を飛ぶ 

小中学生９名 100% パソコンで飛行機が作れて嬉しかっ

た 

作って，飛ばして調整して楽しかっ

た 

君だけのオリジナル紙

飛行機が空を飛ぶ 

保護者２名 100%  

考えて動かそう！君に

もできるロボット作り 

小中学生 30

名 

100% ロボットを作るのが面白かった 

時間が足らなかった 

聖夜を彩る光るクリス

マスリース 

小学生８名 100% とても楽しめた。またやりたい 

楽しかった。やりがいがあった 

聖夜を彩る光るクリス

マスリース 

保護者５名 100% 想像を超えてゴージャスだった 

とても楽しい。みんな個性的 

 

                             （出典 総務課総務係） 
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ており，毎年１回，外部評価委員会を開催し，本校の教育と研究の評価を行っている。出前授業・

公開講座などの活動についても，実績や今後の研究活動について詳しい検討を行っている。 

以上により，出前授業・公開講座などの評価を行い，次年度に活かしている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

本校が位置する京都府北部は古くから丹後縮緬などの織物業が盛んであり，現在でも織物業はじ

め様々な産業が栄えている。このような織物業や京都府北部の地場産業である機械金属産業の依頼

に応えて，本校は京都府中丹広域振興局や(公財)京都産業21北部産業技術支援センターと連絡を取

りながら産官学協同を進めている。平成２２年度からは，これらの地場産業のリーディングーカン

パニーである(株)日進製作所と学生が製品企画から参加する共同研究などを行っている。  

 その他にも，京都府北部にある唯一の高等教育機関として，舞鶴市と幅広い連携を行い，舞鶴市

の土木事業や「赤レンガパーク」の設置などに関する委員の派遣や受託研究を行っている。さらに，

市内の商店街や舞鶴市との連携により，本校のサテライトキャンパスである「よろず」を学生の設

計・施行により設置し，活動を行っている。また，宮津市の世界文化遺産に申請中の天橋立の景観

保存，環境保全にも協力している。 

 

（改善を要する点）  

現在，出前授業は各学科が主体となって行っているので，これを企画室を窓口として一元化した

い。また，出前授業などは特定の教員の努力によって実施されているので，今後，すべての学科・

部門の多くの教員が参加するように改めたい。 

 

（３）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

本校は基本目的に「社会のニーズに対応して，製品やシステムを創造できる技術者の養成」を掲

げ，そのためにも地域・社会に対する幅広い活動を行っている。地元社会に開かれた学校として，

出前授業は毎年 20 件以上行っている。本校の小・中学校への出前授業はほとんどの場合，学生が

帯同し教員と協力して出前授業を行っている。これにより，授業に参加する児童・生徒の興味が増

し，実験を手伝う学生も誇りを持って行っている。また，地域の高齢化社会・健康志向社会などに

よる学習ニーズの高まりに応えるため，生涯スポーツや各種の公開講座を実施している。さらに，

本校の NHK ロボットコンテストの成績は，これまで全国大会で数多く活躍するなど地域では有名

である。このため，地元の小・中学校，地域社会でのロボット実演・実験指導等の依頼が多く，地

元の科学への興味の喚起に寄与している。 

さらに，青少年の理科離れを防ぐ目的で，出前授業・公開講座を開催している。 

 

（４）目的の達成状況の判断 

目的の達成状況が優れている。 
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